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令和５（2023）年度　社会福祉法人  野洲市  社会福祉協議会　事業計画 

令和5（2023）年度 一般会計予算　総額  560,082,000円

【基本理念】「すべての人が  ともに生き  ともに支えあう
　　　　　　　　　　　　安心して暮らせるまち  やす」

【基本方針】「おたがいさま」と「少しのおせっかい」

野洲市と一体的に策定した「第３期地域福祉基本計画」の３年目として、基本理念である「すべての
人が ともに生き ともに支えあう 安心して暮らせるまち やす」の具現化を目指し、「おたがいさま」と
「少しのおせっかい」をキーワードにして各事業に取り組んでまいります 。
（※「第３期地域福祉基本計画」の詳細は野洲市社会福祉協議会のホームページに掲載しております。）

Ⅰ．ともに支えあう地域づくり ～ 市民の主体的な地域福祉活動の推進 ～
１．安心して暮らせる地域づくり
　　地域や人のつながりを広げ、その人らしく安心して暮らせる地域をつくります
（１）地域福祉活動の推進支援
　　　○生活支援体制整備事業
　　　○生活困窮者等のための地域づくり事業

・話しあいの場づくり（主な取り組み：福祉委員会（仮）の組織化に向けた取組）
・居場所づくり（主な取り組み：ひきこもり者・家族の居場所づくり）
・見守り活動（主な取り組み：命のバトンの活用支援）
・生活支援（主な取り組み：地域における生活支援サービスの構築に向けた支援）　

（２）広報･啓発事業
・広報誌「社協やす」の発行・SNSや冊子等を活用した啓発・社会福祉大会の開催

２．地域の中の生きがい（役割）づくり
　　すべての人が生きがいを持って暮らせる地域をつくります
（１）ボランティア活動の推進

・情報の収集・発信、ボランティア登録の整備、人材育成・支援等
・災害ボランティアセンターの設置に向けた取組
・福祉教育活動の推進（コミュニティスクールへの参画）

（２）社会福祉関係団体との協働活動の推進
・福祉団体の育成を図るための支援
・母子・父子家庭ふれあい事業

Ⅱ．地域生活を支える仕組みづくり ～ 安心して相談できる体制 ～
１．断らない相談支援体制づくり
　　だれでも・どこでも相談できる体制をつくります

・総合相談事業の実施
・重層的支援体制整備事業
・参加支援事業
・アウトリーチ等を通じた継続的支援事業
・死後事務に関する事業に向けた取組

２．必要な福祉サービスを届ける仕組みづくり
　　その人や家族が自分らしく生活できるよう支援します

・地域福祉権利擁護事業
・福祉資金・生活福祉資金貸付事業
・ファミリー・サポート・センター事業
・障がい者相談支援事業（一般相談支援・計画相談支援）
・居宅介護支援事業
・学童保育所の運営

３．市民の権利を守る体制づくり
　　自分らしく生活できる取り組みを推進します

Ⅲ．分野や立場を超えた支えあいづくり ～ 多種多様なネットワークの構築 ～
１．分野や立場を超えた支えあいづくり
　　分野や立場を超えて、みんなで支えあえるネットワークをつくります

・多機関・多分野との連携
・共同募金を通じた地域福祉の理解促進
・民生委員・児童委員等、関係機関との連携

Ⅳ．推進体制の充実・強化
第１次中長期経営計画に基づき、「組織体制の強化・職員の専門性の向

上・経営基盤の確立」を実行するため、役員組織である理事会機能の強化
と事務局組織の見直しを行い、本会が取り組むべき新たな福祉課題・生活
課題に対応できる法人運営に取り組みます。また、令和元年度から進行し
てきた第１次中長期経営計画が、令和５年度をもって計画期間が終了する
ため、第２次中長期経営計画の策定に取り組みます。

山本美智代
（地域福祉課）

杉本ひろみ
（相談支援課）

■ 収入の部 ■ 支出の部

補助金収入
57,074千円
10.2％

寄附金収入
1,766千円
0.3％

利息等収入
165千円
0.0％

共同募金配分金収入
5,618千円
1.0％

※受託金収入の内、学童保育所（25所）事業分
394,004千円（87.2%）

※人件費支出の内、学童保育所（25所）事業分
333,422千円（71.2%）

会費収入
10,000千円
1.8％

事業収入
2,035千円
0.4％

事業費支出
52.075千円
9.3％

事務費支出
29,700千円
5.3％

助成金支出
9,151千円
1.6％

基金積立資産
支出等
1,194千円
0.2％

介護保険等事業収入
（居宅介護支援・障がい福祉）

31,450千円
5.6％

受託金収入
451,974千円
80.7％

人件費支出
467,962千円
83.6％
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滋賀県民生委員・児童委員キャラクター
「びわっ湖ミンジ―」

毎年５月12日 は
「民生委員・児童委員の日」

一緒に活動してみたい、詳しく知りたい方は
下記までご連絡ください。

TEL  077-589-4683

問い合わせ

修業年限

日本赤十字社滋賀県支部
野洲市地区 （野洲市社会福祉協議会内）

◎ 民生委員・児童委員とは、地域住民の立場にたって、地域の福祉を担うボランティアです。

民生委員は、民生委員法に基づき、厚生労働大臣から委嘱された無報酬のボランティアです（任期は3年、再任
可）。また、民生委員は児童福祉法に定める児童委員を兼ねることとされています。
なお、民生委員・児童委員の一部は、子どもや子育てに関する支援を専門に担当する「主任児童委員」に指名さ

れています。

滋賀県社会福祉協議会では、人生100年時代を迎え、高
齢者の社会参加への意欲の高まりに応え高齢者が新しい知
識と教養を身につけ、地域の担い手として活躍できるよう
支援するため滋賀県レイカディア大学を開設しています。
昭和53年７月の開設以来、約6,500名以上が卒業し、そ
れぞれの地域でボランティア活動や仲間づくりなどの地域
活動を行っています。

◎ 地域を見守り、地域住民の身近な相談相手、専門機関へのつなぎ役です。

民生委員・児童委員は、自らも地域住民の一員として、それぞれが担当する区域において、住民の生活上のさま
ざまな相談に応じ、行政をはじめ適切な支援やサービスへの「つなぎ役」としての役割を果たすとともに、高齢者や
障がい者世帯の見守りや安否確認などにも重要な役割を果たしています。

です

ともに学ばん、ともに遊ばん、ともに生きなん

滋賀県レイカディア大学
第45期 学生募集ご案内

2023年10月から2025年９月までの２年間

入学対象

県内に居住し、今年10 月１日現在において
60歳以上の方

入学願書受付期間

2023年６月１日（木）から７月31日（月）まで

応募・問い合わせ先

社会福祉法人 滋賀県社会福祉協議会
TEL  077-567-3901

4

「得意なことを生かして、地域の方と関わる機会がもてないかな」と相談に来てくれた 

和田亜希さんに詳しくお話を伺いました。

今は、子ども運動陸上教室、大人ランニング教室、特性（発達障がい）を持つお子様の運動陸
上教室、マンツーマン指導などを行っています。
私自身が得た全ての経験を生かし、多くの方々の"心と身体の健康"を作るお手伝いをしてい

きたいです。今後、ランニングを真剣に取り組んでる方々、お子様はもちろん、御高齢の方の運動
指導、キックボクシングや発達障がいの子らのスイミング指導等も行い、幅広い世代、そして障
がいの有無に関係なく、運動することの楽しさを多くの方々に伝えていけたらと思っています。
現在の活動内容は次の通りです。
・原則第２日曜 → 大人ランニング教室/野洲河川敷公園AM
・原則第3日曜 → 子供かけっこ教室（年長～小3）/野洲河川敷公園AM
・あおぞら教室 → 不定期月１回/なかよし交流館（特性があり配慮が必要なクラス）
・マンツーマン指導

どんな活動をされていますか？Ｑ

Ａ

練習風景を掲載しています

【Instagram】

レッスンの日程の配信をしています

【LINE公式】

中学から陸上を始めて、現在も2人の子育てをしながら
今までの全ての経験を生かして活動の輪を広げています。

いろんな活動をされているのですね。Ｑ

Ａ

はい、もちろんです♪
ふれあいサロンでは、世代に合わせた歌謡曲を使いながら、参加されている皆様のニーズに

合わせたトレーニングをしていきたいと思っています。膝や腰が悪く、座ってしか運動できなく
ても、可能な範囲で楽しく運動指導ができたらと思っています。

地域のふれあいサロンで教えてもらうことはできますか？

ふれあいサロンでのボランティアを和田さんにお願いされたいときは、
まず社会福祉協議会までご連絡ください。お待ちしています！

Ｑ

Ａ

～ ボランティアさんのご紹介 ～
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令和５（2023）年度　社会福祉法人  野洲市  社会福祉協議会　事業計画 

令和5（2023）年度 一般会計予算　総額  560,082,000円

【基本理念】「すべての人が  ともに生き  ともに支えあう
　　　　　　　　　　　　安心して暮らせるまち  やす」

【基本方針】「おたがいさま」と「少しのおせっかい」

野洲市と一体的に策定した「第３期地域福祉基本計画」の３年目として、基本理念である「すべての
人が ともに生き ともに支えあう 安心して暮らせるまち やす」の具現化を目指し、「おたがいさま」と
「少しのおせっかい」をキーワードにして各事業に取り組んでまいります 。
（※「第３期地域福祉基本計画」の詳細は野洲市社会福祉協議会のホームページに掲載しております。）

Ⅰ．ともに支えあう地域づくり ～ 市民の主体的な地域福祉活動の推進 ～
１．安心して暮らせる地域づくり
　　地域や人のつながりを広げ、その人らしく安心して暮らせる地域をつくります
（１）地域福祉活動の推進支援
　　　○生活支援体制整備事業
　　　○生活困窮者等のための地域づくり事業

・話しあいの場づくり（主な取り組み：福祉委員会（仮）の組織化に向けた取組）
・居場所づくり（主な取り組み：ひきこもり者・家族の居場所づくり）
・見守り活動（主な取り組み：命のバトンの活用支援）
・生活支援（主な取り組み：地域における生活支援サービスの構築に向けた支援）　

（２）広報･啓発事業
・広報誌「社協やす」の発行・SNSや冊子等を活用した啓発・社会福祉大会の開催

２．地域の中の生きがい（役割）づくり
　　すべての人が生きがいを持って暮らせる地域をつくります
（１）ボランティア活動の推進

・情報の収集・発信、ボランティア登録の整備、人材育成・支援等
・災害ボランティアセンターの設置に向けた取組
・福祉教育活動の推進（コミュニティスクールへの参画）

（２）社会福祉関係団体との協働活動の推進
・福祉団体の育成を図るための支援
・母子・父子家庭ふれあい事業

Ⅱ．地域生活を支える仕組みづくり ～ 安心して相談できる体制 ～
１．断らない相談支援体制づくり
　　だれでも・どこでも相談できる体制をつくります

・総合相談事業の実施
・重層的支援体制整備事業
・参加支援事業
・アウトリーチ等を通じた継続的支援事業
・死後事務に関する事業に向けた取組

２．必要な福祉サービスを届ける仕組みづくり
　　その人や家族が自分らしく生活できるよう支援します

・地域福祉権利擁護事業
・福祉資金・生活福祉資金貸付事業
・ファミリー・サポート・センター事業
・障がい者相談支援事業（一般相談支援・計画相談支援）
・居宅介護支援事業
・学童保育所の運営

３．市民の権利を守る体制づくり
　　自分らしく生活できる取り組みを推進します

Ⅲ．分野や立場を超えた支えあいづくり ～ 多種多様なネットワークの構築 ～
１．分野や立場を超えた支えあいづくり
　　分野や立場を超えて、みんなで支えあえるネットワークをつくります

・多機関・多分野との連携
・共同募金を通じた地域福祉の理解促進
・民生委員・児童委員等、関係機関との連携

Ⅳ．推進体制の充実・強化
第１次中長期経営計画に基づき、「組織体制の強化・職員の専門性の向
上・経営基盤の確立」を実行するため、役員組織である理事会機能の強化
と事務局組織の見直しを行い、本会が取り組むべき新たな福祉課題・生活
課題に対応できる法人運営に取り組みます。また、令和元年度から進行し
てきた第１次中長期経営計画が、令和５年度をもって計画期間が終了する
ため、第２次中長期経営計画の策定に取り組みます。

山本美智代
（地域福祉課）

杉本ひろみ
（相談支援課）

■ 収入の部 ■ 支出の部

補助金収入
57,074千円
10.2％

寄附金収入
1,766千円
0.3％

利息等収入
165千円
0.0％

共同募金配分金収入
5,618千円
1.0％

※受託金収入の内、学童保育所（25所）事業分
394,004千円（87.2%）

※人件費支出の内、学童保育所（25所）事業分
333,422千円（71.2%）

会費収入
10,000千円
1.8％

事業収入
2,035千円
0.4％

事業費支出
52.075千円
9.3％

事務費支出
29,700千円
5.3％

助成金支出
9,151千円
1.6％

基金積立資産
支出等
1,194千円
0.2％

介護保険等事業収入
（居宅介護支援・障がい福祉）

31,450千円
5.6％

受託金収入
451,974千円
80.7％

人件費支出
467,962千円
83.6％
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「得意なことを生かして、地域の方と関わる機会がもてないかな」と相談に来てくれた 

和田亜希さんに詳しくお話を伺いました。

今は、子ども運動陸上教室、大人ランニング教室、特性（発達障がい）を持つお子様の運動陸
上教室、マンツーマン指導などを行っています。
私自身が得た全ての経験を生かし、多くの方々の"心と身体の健康"を作るお手伝いをしてい

きたいです。今後、ランニングを真剣に取り組んでる方々、お子様はもちろん、御高齢の方の運動
指導、キックボクシングや発達障がいの子らのスイミング指導等も行い、幅広い世代、そして障
がいの有無に関係なく、運動することの楽しさを多くの方々に伝えていけたらと思っています。
現在の活動内容は次の通りです。
・原則第２日曜 → 大人ランニング教室/野洲河川敷公園AM
・原則第3日曜 → 子供かけっこ教室（年長～小3）/野洲河川敷公園AM
・あおぞら教室 → 不定期月１回/なかよし交流館（特性があり配慮が必要なクラス）
・マンツーマン指導

どんな活動をされていますか？Ｑ

Ａ

練習風景を掲載しています

【Instagram】

レッスンの日程の配信をしています

【LINE公式】

中学から陸上を始めて、現在も2人の子育てをしながら
今までの全ての経験を生かして活動の輪を広げています。

いろんな活動をされているのですね。Ｑ

Ａ

はい、もちろんです♪
ふれあいサロンでは、世代に合わせた歌謡曲を使いながら、参加されている皆様のニーズに

合わせたトレーニングをしていきたいと思っています。膝や腰が悪く、座ってしか運動できなく
ても、可能な範囲で楽しく運動指導ができたらと思っています。

地域のふれあいサロンで教えてもらうことはできますか？

ふれあいサロンでのボランティアを和田さんにお願いされたいときは、
まず社会福祉協議会までご連絡ください。お待ちしています！

Ｑ

Ａ

～ ボランティアさんのご紹介 ～
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令和５（2023）年度　社会福祉法人  野洲市  社会福祉協議会　事業計画 

令和5（2023）年度 一般会計予算　総額  560,082,000円

【基本理念】「すべての人が  ともに生き  ともに支えあう
　　　　　　　　　　　　安心して暮らせるまち  やす」

【基本方針】「おたがいさま」と「少しのおせっかい」

野洲市と一体的に策定した「第３期地域福祉基本計画」の３年目として、基本理念である「すべての
人が ともに生き ともに支えあう 安心して暮らせるまち やす」の具現化を目指し、「おたがいさま」と
「少しのおせっかい」をキーワードにして各事業に取り組んでまいります 。
（※「第３期地域福祉基本計画」の詳細は野洲市社会福祉協議会のホームページに掲載しております。）

Ⅰ．ともに支えあう地域づくり ～ 市民の主体的な地域福祉活動の推進 ～
１．安心して暮らせる地域づくり
　　地域や人のつながりを広げ、その人らしく安心して暮らせる地域をつくります
（１）地域福祉活動の推進支援
　　　○生活支援体制整備事業
　　　○生活困窮者等のための地域づくり事業

・話しあいの場づくり（主な取り組み：福祉委員会（仮）の組織化に向けた取組）
・居場所づくり（主な取り組み：ひきこもり者・家族の居場所づくり）
・見守り活動（主な取り組み：命のバトンの活用支援）
・生活支援（主な取り組み：地域における生活支援サービスの構築に向けた支援）　

（２）広報･啓発事業
・広報誌「社協やす」の発行・SNSや冊子等を活用した啓発・社会福祉大会の開催

２．地域の中の生きがい（役割）づくり
　　すべての人が生きがいを持って暮らせる地域をつくります
（１）ボランティア活動の推進

・情報の収集・発信、ボランティア登録の整備、人材育成・支援等
・災害ボランティアセンターの設置に向けた取組
・福祉教育活動の推進（コミュニティスクールへの参画）

（２）社会福祉関係団体との協働活動の推進
・福祉団体の育成を図るための支援
・母子・父子家庭ふれあい事業

Ⅱ．地域生活を支える仕組みづくり ～ 安心して相談できる体制 ～
１．断らない相談支援体制づくり
　　だれでも・どこでも相談できる体制をつくります

・総合相談事業の実施
・重層的支援体制整備事業
・参加支援事業
・アウトリーチ等を通じた継続的支援事業
・死後事務に関する事業に向けた取組

２．必要な福祉サービスを届ける仕組みづくり
　　その人や家族が自分らしく生活できるよう支援します

・地域福祉権利擁護事業
・福祉資金・生活福祉資金貸付事業
・ファミリー・サポート・センター事業
・障がい者相談支援事業（一般相談支援・計画相談支援）
・居宅介護支援事業
・学童保育所の運営

３．市民の権利を守る体制づくり
　　自分らしく生活できる取り組みを推進します

Ⅲ．分野や立場を超えた支えあいづくり ～ 多種多様なネットワークの構築 ～
１．分野や立場を超えた支えあいづくり
　　分野や立場を超えて、みんなで支えあえるネットワークをつくります

・多機関・多分野との連携
・共同募金を通じた地域福祉の理解促進
・民生委員・児童委員等、関係機関との連携

Ⅳ．推進体制の充実・強化
第１次中長期経営計画に基づき、「組織体制の強化・職員の専門性の向

上・経営基盤の確立」を実行するため、役員組織である理事会機能の強化
と事務局組織の見直しを行い、本会が取り組むべき新たな福祉課題・生活
課題に対応できる法人運営に取り組みます。また、令和元年度から進行し
てきた第１次中長期経営計画が、令和５年度をもって計画期間が終了する
ため、第２次中長期経営計画の策定に取り組みます。

山本美智代
（地域福祉課）

杉本ひろみ
（相談支援課）

■ 収入の部 ■ 支出の部

補助金収入
57,074千円
10.2％

寄附金収入
1,766千円
0.3％

利息等収入
165千円
0.0％

共同募金配分金収入
5,618千円
1.0％

※受託金収入の内、学童保育所（25所）事業分
394,004千円（87.2%）

※人件費支出の内、学童保育所（25所）事業分
333,422千円（71.2%）

会費収入
10,000千円
1.8％

事業収入
2,035千円
0.4％

事業費支出
52.075千円
9.3％

事務費支出
29,700千円
5.3％

助成金支出
9,151千円
1.6％

基金積立資産
支出等
1,194千円
0.2％

介護保険等事業収入
（居宅介護支援・障がい福祉）

31,450千円
5.6％

受託金収入
451,974千円
80.7％

人件費支出
467,962千円
83.6％
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１．断らない相談支援体制づくり
　　だれでも・どこでも相談できる体制をつくります

・総合相談事業の実施
・重層的支援体制整備事業
・参加支援事業
・アウトリーチ等を通じた継続的支援事業
・死後事務に関する事業に向けた取組

２．必要な福祉サービスを届ける仕組みづくり
　　その人や家族が自分らしく生活できるよう支援します

・地域福祉権利擁護事業
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　　自分らしく生活できる取り組みを推進します

Ⅲ．分野や立場を超えた支えあいづくり ～ 多種多様なネットワークの構築 ～
１．分野や立場を超えた支えあいづくり
　　分野や立場を超えて、みんなで支えあえるネットワークをつくります

・多機関・多分野との連携
・共同募金を通じた地域福祉の理解促進
・民生委員・児童委員等、関係機関との連携

Ⅳ．推進体制の充実・強化
第１次中長期経営計画に基づき、「組織体制の強化・職員の専門性の向

上・経営基盤の確立」を実行するため、役員組織である理事会機能の強化
と事務局組織の見直しを行い、本会が取り組むべき新たな福祉課題・生活
課題に対応できる法人運営に取り組みます。また、令和元年度から進行し
てきた第１次中長期経営計画が、令和５年度をもって計画期間が終了する
ため、第２次中長期経営計画の策定に取り組みます。
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滋賀県民生委員・児童委員キャラクター
「びわっ湖ミンジ―」

毎年５月12日 は
「民生委員・児童委員の日」

一緒に活動してみたい、詳しく知りたい方は
下記までご連絡ください。

TEL  077-589-4683

問い合わせ

修業年限

日本赤十字社滋賀県支部
野洲市地区 （野洲市社会福祉協議会内）

◎ 民生委員・児童委員とは、地域住民の立場にたって、地域の福祉を担うボランティアです。

民生委員は、民生委員法に基づき、厚生労働大臣から委嘱された無報酬のボランティアです（任期は3年、再任
可）。また、民生委員は児童福祉法に定める児童委員を兼ねることとされています。
なお、民生委員・児童委員の一部は、子どもや子育てに関する支援を専門に担当する「主任児童委員」に指名さ

れています。

滋賀県社会福祉協議会では、人生100年時代を迎え、高
齢者の社会参加への意欲の高まりに応え高齢者が新しい知
識と教養を身につけ、地域の担い手として活躍できるよう
支援するため滋賀県レイカディア大学を開設しています。
昭和53年７月の開設以来、約6,500名以上が卒業し、そ
れぞれの地域でボランティア活動や仲間づくりなどの地域
活動を行っています。

◎ 地域を見守り、地域住民の身近な相談相手、専門機関へのつなぎ役です。

民生委員・児童委員は、自らも地域住民の一員として、それぞれが担当する区域において、住民の生活上のさま
ざまな相談に応じ、行政をはじめ適切な支援やサービスへの「つなぎ役」としての役割を果たすとともに、高齢者や
障がい者世帯の見守りや安否確認などにも重要な役割を果たしています。

です

ともに学ばん、ともに遊ばん、ともに生きなん

滋賀県レイカディア大学
第45期 学生募集ご案内

2023年10月から2025年９月までの２年間

入学対象

県内に居住し、今年10 月１日現在において
60歳以上の方

入学願書受付期間

2023年６月１日（木）から７月31日（月）まで

応募・問い合わせ先

社会福祉法人 滋賀県社会福祉協議会
TEL  077-567-3901
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おしらせ版

野洲市介護者家族の会　 事務局  野洲市社会福祉協議会

各種行事につきましては「新型コロナウイルス」感染防止の観点から中止等になる可能性があります。参加希望の方は事前にお問い合わせください。

TEL 077-589-4683  FAX 077-589-5783問い合わせ

介護者家族の会  懇談会のお知らせ
介護を必要としている人の家族や、介護に関心のある人た
ちが日頃の介護についていろいろな問題を共に解決していく
ために集まっています。
介護の相談や情報交換等を行い「一人だけじゃない」「仲
間がいる」と参加者相互の親睦を深め、心身をリフレッシュ
します。皆さんの参加お待ちしています。

どなたでもお気軽にご参加ください。

５月17日㈬

６月21日㈬

７月19日㈬

野洲市
健康福祉センター
（辻町433-1）

野洲図書館
ホール
（辻町410）

13：30
〜

15：00

期　　日 場　　　所 時　間

誰でも気軽に集まってお茶を飲んだり、おしゃべりできるカフェです。
プチ講座、発表会、おはなし会など内容は盛りだくさん♪
もちろん、コーヒー飲むだけ、話をするだけ、などでも大丈夫！
ぜひお気軽にご参加ください(^^)

対　象

問い合わせ

どなたでも　＊予約不要 参加費 無　料

野洲市地域包括支援センター　TEL 077-588-2337

カフェおこしやす開催中～ ! !

５月９日㈫

６月６日㈫

７月４日㈫

13：30
〜

15：00

期　　日 場　　　所 時　間

（令和５年２月16日～４月15日  受付分）

《金員の部》

温かい思いやりありがとうございました。
有効に使わせていただきます。

皆様の温かい善意
ありがとうございます

義援金・救援金お礼

大畑女子有志 様
野洲組仏教婦人会連盟 様
匿名

20,000円
20,000円
2,942円

カーブスアルプラザ野洲 様
匿名
匿名
匿名
匿名
匿名
小島　誠 様
匿名

食品（缶詰、レトルト等）
食品（菓子、スープ）

米 150kg
紙おむつ、栄養ドリンク、缶詰
ほうれん草、小松菜、にんじん

生理用品、缶詰、レトルト食品、カップ麺
米 90kg、もち米 20kg

掛布団、敷布団、衣類、下着、靴下

《物品の部》

ちゅうずこども食堂様へ
山口　清 様
東農園 様

果物
野菜

《指定預託》

詳細は野洲市社会福祉協議会
　　　　ホームページをご覧ください。

野洲市社会福祉協議会で受け付けており
ます国内災害義援金・海外救援金につい
て、皆様からの温かいご協力をいただき
ありがとうござい
ます。
引き続きご協力を
よろしくお願いい
たします。

受　付　中 （受付期間） 累  計  額

２０２３年トルコ・シリア地震救援金
（2023年５月31日㈬まで）

ウクライナ人道危機救援金
（2024年３月31日㈰まで） 77,112 円

25,000 円

(令和５年３月末現在)

日本赤十字社滋賀県支部 野洲市地区受付分


